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ジ ェンダ ー意 識と 服装行 動と の関連 について の研 究（ 第１ 報 ）

－－ －　イメー ジ用 語から みた男 女間 の差異 につい て　一

華頂短 大　　 ○西 藤　 栄子　　　　 奈良女 大家 政　中 川早苗

【 目 的 】「 男 らしさ 」「 女らし さ 」に関す る研 究は、 心理 学の分 野を中 心に 性役割 意識の

側面か ら数多く の 研究がな さ れてい る。 し かし「 男らし さ 」「 女 らしさ 」の 表現 が常に 求

め られ る服装 の分 野での 研究は ほと んど 見られな い。 そこで 著者 らは、 こ れ らの意 識と 服

装行動 との 関連性 を検討 する ために、 そ の予備 段階 とし て「 男ら しさ 」「 女 らしさ 」お よ

び「 男 らしい 服装 」「 女 らしい 服装 」につ いて のイメ ージ 用語を 収集し、 そ れぞ れの男 女

間の差 異につ いて 考察 すると とも に相互 の関 連につ いて検 討し た。

【 方法 】自由 記述 によっ て収 集し たそれ ぞれの イメ ージ用 語につ いて、 出 現頻度 をもと に

度数 表を作 成し、 既報 の研 究におけ る 用語と の比較 を行 うとと もに、 比率 の差の 検定 によ

る男 女間の 差異に ついて 検討し た。 被験 者は、 近畿 圏内の 大学お よび 短期 大学の 学生（ 男

子17  7 名、 女 子16  2 名 ）で、19  9  1年 ６月に 集合 調査法 で実 施した。

【 結果 】(1) 「 男らし さ 」「 女 らしさ 」に 関してli、 既報の 研究 とほぽ 同じ 様なイメ ー

ジ 用語が 得ら れたがr 男 らしさ 」につ いて は、 新たに「 やさ しい 」「 思いや りのあ る 」

の 用語が 高い 頻度で 抽出さ れた。 「 女ら しさ 」につ いては、 男 子が「 可愛 い 」な ど外 面的

な イメ ージを 強く 持 ってい るのに 対し て、 女 子は「 やさし い 」な ど内面的 なイ メ ージを強

く 持って いる とい う結果 が得ら れた。 「 男ら しい 服装 」「 女 らしい 服装 」に関し ては、 男

子が「 自分らし い 」のよ うに内 面的 な個性 を強く イメ ージ するの に対し て、 女 子は 外面的

な 形状 を強く イメ ージす るな ど男女 間に 差異が 見られtz。 また「 男らし さ 」と「 男らしい

服装ｊ、 「 女 らし さ 」と「 女 らしい 服装 」との 間には やは り関 連が見 られた。

日 常 の 生 活 行 助 に み る 環 境 ・ 資 源 意 識 と 衣 服 の 調 達 行 動 と の 関 連

一 大 学 生 の 場 合 一

熊 本 大 教 育　 ○ 高 森 壽　 大 妻 女 大 家 政　 松 山 容 子

目 的　 近 年． 環 境 保 全， 省 資 源 を 推 進 す る た め， 国， 地 方 公 共 団 体 お よ び 消 費 者 団 体 等

中 心 と な っ て， 種 々 の 対 策 が 講 じ ら れ， さ ま ざ ま な 活 動 が 展 開 さ れ て い る． し か し， 着

さ れ る こ と な く 家 庭 内 で 眠 っ て い る 衣 服 や 衣 料 廃 棄 物 に 関 し て は， ほ と ん ど 注 目 さ れ て

な い． 本 報 で は， 大 学 生 の 日 常 の 生 活 行 動 お よ び 衣 服 の 調 達 行 動 を 調 査 し， 環 境 ・ 資 源

関 す る 意 識 と 衣 服 の 調 達 行 動 と の 関 連 に つ い て 考 察 し た．

方 法　 熊 本 大 学 教 育 学 部 の 男 女 学 生323 名 を 対 象 と し て， 質 問 紙 留 置 法 を 用 い て1991 年

月 下 旬 ～10 月 下 旬 に 調 査 を 実 施 し た． 主 な 調 査 内 容 は，　1 ） 死 蔵 衣 服 の 発 生 原 因，

） 衣 服 の 廃 棄 方 法,       3   ） 衣 服 の 調 達 行 動.       4   ) 環 境 保 全 お よ び 省 資 源 ・ 省 エ ネ ル ギ ー へ

関 心 度,    5 ） 日 常 に お け る 生 活 行 動 で あ る．

結 果　 死 蔵 衣 服 の 発 生 原 因 は 衣 服 の 用 途 お よ び 性 別 に よ り 差 が あ っ た が， 衣 服 の 廃 棄 方

は， 用 途， 性 別 を 問 わ ず「 そ の ま ま し ま っ て お く 」，　「 ゴ ミ と し て 捨 て る 」 が 多 か っ た．

他 人 に 譲 る 」， 「 再 生 利 用 す る 」 等 の 衣 料 の 「 再資 源 化 」 に つ な が る 方 法 を 採 る の は 女

学 生 の 方 が 多 か っ た． 環 境 保 全 お よ び 省 資 源 等 へ の 関 心 は 男 女 と も に 高 か っ た． 生 活 行

動 と 衣 服 の 調 達 行 動 と の 関 連 は， 下 着 類 の 調 達 行 助 に お い て， と く に 環 境 保 全 ・ 省 資 源 に

関 す る 生 活 行 動 四 多 く と 関 連 が 認 め ら れ た． 普 段 着 ・ 家 庭 着， 通 学 着 の 場 合 は， 「 手 入 れ

や 取 扱 い 方 法 を 考.慮 に い れ て 買 う 」 の 項 目 と， 外 出 着 の 場 合 はr ウ ィ ン ド ウ シ ョ ッ ピ ン

グ 」．．「 衝 動 買 い 」 お よ び 「 バ ー ゲ ン セ ー ル の 利 用 」 の 項 目 と 環 境 保 全 ・ 省 資 源 を 意 議 し

た 生 活 行 助 と の 間 に 関 連 が 認 め ら れ た．
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